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問　

少
子
高
齢
社
会
や
人
口
減

少
を
見
据
え
、
都
市
政
策
の
観

点
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が

あ
る
か
。

市
長　

若
年
層
の
人
口
が
想
定

よ
り
増
加
し
て
い
る
。
多
様
な

施
策
を
展
開
し
、
住
ん
で
み
た

い
、
住
み
続
け
た
い
と
思
わ
れ

る
町
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

都
市
整
備
部
長　

市
街
化
区
域

の
人
口
密
度
低
下
に
よ
り
、
経

済
活
動
の
低
迷
や
生
活
道
路
等

の
公
共
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
公
共

施
設
維
持
管
理
の
非
効
率
化
な

ど
の
課
題
が
考
え
ら
れ
る
。

問　

そ
の
課
題
に
対
し
、
ど
う

反
対
表
明
を
！

東
海
第
二
原
発
再
稼
働

関
戸　

勇
い
さ
む

問　

市
議
会
は
東
海
第
二
原
発

の
再
稼
働
を
や
め
る
よ
う
意
見

書
を
提
出
し
た
。
市
も
表
明
す

べ
き
で
は
。

副
市
長　

市
の
一
般
事
務
に
つ

い
て
質
問
す
べ
き
。
廃
炉
は
国

の
政
策
。
た
だ
し
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
そ
の
も
の
は
市
民
に
直
結

す
る
の
で
動
向
は
注
視
し
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
振
興
部
長　

基
礎

自
治
体
の
市
が
述
べ
る
立
場
に

な
い
。
市
と
し
て
は
引
き
続
き

国
の
施
策
等
を
注
視
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】
立
地
適
正

化
計
画
・
水
路
の
土
砂
清
掃

対
応
し
て
い
く
の
か
。

答　

居
住
誘
導
区
域
を
定
め
、

商
業
、
医
療
、
福
祉
等
の
都
市

機
能
集
積
を
図
る
こ
と
で
民
間

の
経
済
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
。

　

ま
た
、
定
住
化
や
雇
用
を
促

進
す
る
こ
と
で
交
流
人
口
を
増

や
す
必
要
が
あ
る
。

問　

20
年
後
の
取
手
市
の
課
題

に
対
し
、
取
手
駅
西
口
・
桑く

わ
ば
ら原

開
発
は
ど
う
い
う
位
置
付
け
に

な
っ
て
い
る
か
。

答　

桑
原
開
発
区
域
は
、
越
谷

レ
イ
ク
タ
ウ
ン
の
約
２
倍
の
敷

地
面
積
が
あ
り
、
大
き
な
経
済

効
果
と
交
流
人
口
増
加
が
期
待

で
き
る
。
西
口
開
発
も
含
め
、

持
続
可
能
な
行
政
運
営
を
進
め

る
上
で
大
き
な
役
割
を
担
う
。

【
そ
の
他
の
質
問
】
選
挙
投
票

率
向
上
に
向
け
た
啓
発
活
動

問　

自
転
車
運
転
の
罰
則
は
厳

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
交
通

安
全
教
育
や
啓
発
を
す
べ
き
。

総
務
部
長　

平
成
29
年
８
月
に

「
自
転
車
安
全
利
用
の
５
大
原

則
」
と
い
う
記
事
を
広
報
と
り

で
に
載
せ
た
。

問　

他
市
で
は
、
よ
り
詳
し
い

内
容
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
取
手
市
で
も
見

て
も
ら
え
る
ペ
ー
ジ
作
成
を
。

答　

保
険
加
入
案
内
部
分
の
み

掲
載
し
て
い
る
の
で
、
各
種
案

内
に
リ
ン
ク
で
飛
ぶ
よ
う
な

ペ
ー
ジ
を
検
討
し
た
い
。

問　

大
型
開
発
優
先
を
改
め
生

活
福
祉
型
事
業
優
先
へ
転
換
を
。

市
長　

生
活
道
路
改
善
等
へ
の

問　

子
ど
も
が
事
故
を
起
こ
し

て
も
最
終
的
に
は
保
護
者
の
責

任
。
学
校
か
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
を

起
こ
し
て
は
ど
う
か
。

指
導
課
長　

子
ど
も
が
加
害
者

と
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

る
。
新
入
生
保
護
者
説
明
会
で

自
転
車
保
険
の
紹
介
と
原
則
加

入
の
お
願
い
を
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】
青
少
年
の

居
場
所
づ
く
り

課
題
に
注
力
し
、
相
応
の
予
算

を
付
け
て
い
る
。

都
市
整
備
部
長　

取
手
駅
西
口

Ａ
街
区
、
桑
原
の
事
業
は
市
主

導
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
を
推

進
す
る
趣
旨
の
請
願
が
議
会
で

も
採
択
さ
れ
、
市
と
し
て
も
重

点
事
業
と
し
て
位
置
付
け
、
積

極
的
支
援
を
し
て
い
る
。

問　

Ａ
街
区
は
再
開
発
と
の
合

併
方
式
は
や
め
て
区
画
整
理
だ

け
実
施
す
べ
き
。

市
長　

換
地
だ
け
で
は
駅
前
の

顔
づ
く
り
が
で
き
な
い
。
地
権

者
も
先
進
地
で
熱
心
に
勉
強
し

て
い
る
。

都
市
整
備
部
次
長　

速
や
か
な

土
地
利
用
の
た
め
、
一
体
施
行

と
す
る
こ
と
で
地
権
者
に
も
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。

問　

桑
原
の
農
家
地
権
者
へ
の

将
来
負
担
へ
の
市
の
責
任
は
。

都
市
整
備
部
長　

後
継
者
不
足

の
声
、
市
街
化
へ
の
請
願
採
択

に
加
え
、
農
地
所
有
者
80
％
の

方
、
面
積
に
し
て
96
％
の
方
が

商
業
・
業
務
系
で
土
地
利
用
を

図
り
た
い
と
の
考
え
か
ら
、
切

な
る
願
い
と
感
じ
て
い
る
。

ど
う
な
る
？

藤
代
駅
北
口
整
備

赤あ
か
ば羽　

直な
お
い
ち一

問　

藤
代
駅
北
口
の
都
市
計
画

決
定
は
昭
和
55
年
か
ら
放
置
さ

れ
て
い
る
。
市
は
都
市
計
画
を

変
更
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

都
市
整
備
部
長　

こ
の
場
所
だ

け
の
変
更
は
難
し
い
。
ほ
か
の

長
期
未
着
手
の
路
線
を
整
理
し

た
上
で
県
と
協
議
し
て
い
く
。

問　

一
度
決
め
て
し
ま
う
と

廃
止
し
な
い
都
市
計
画
決
定
。

も
っ
と
柔
軟
に
扱
う
べ
き
。

市
長　

市
だ
け
で
な
く
、
県
等

と
協
議
し
、
柔
軟
に
動
け
る
よ

う
に
考
え
な
が
ら
模
索
す
る
。

問　

藤
代
駅
北
口
か
ら
藤
代
郵

便
局
方
面
に
向
か
う
市
道
の
整

備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

建
設
部
長　

路
線
測
量
と
用
地

測
量
後
、
正
式
な
現
況
図
を
作

成
。
こ
れ
を
元
に
、
道
路
詳
細

設
計
を
作
成
。
工
事
費
は
平
成

31
、
32
年
度
に
財
源
確
保
。
国

の
経
済
政
策
等
に
乗
れ
れ
ば
前

倒
し
で
や
っ
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
実
現
・
取
手
駅
西

口
整
備

藤代駅北口

平成 23 年に町開きしたゆめみ野地区では、新しい
宅地に比較的若い世帯が流入。上のグラフを見ると、
市全体の人口は減少していますが、ゆめみ野地区の
人口が年々増えていることが分かります。

取手市議会が、過去に可決・関係機関に送付した意見書
東海第二原発の廃炉を求める意見書（平成 23 年第３回定例会）
１．県の原子力防災計画を見直し、安全対策や避難計画をたてること。
２．東海第二原発の再稼動を認めないこと。
３．東海第二原発の廃炉を事業者に求めること。
運転開始から 40 年を超えた東海第二発電所の運転期間延長を行わないこ
とを求める意見書（平成 28 年第４回定例会）
１． 運転開始から 40 年を超えた東海第二原子力発電所の運転期間延長を

行わないこと
２． 運転開始から 40 年を経た原子力発電所は速やかに廃止し、国が責任

を持って地域経済を支援すること
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ゆめみ野地区と市全体の人口推移
少
子
高
齢
・
人
口
減
少

未
来
の
取
手
市
は
？

佐
藤　

隆り
ゅ
う
じ治

積
極
的
に
！
自
転
車

安
全
運
転
教
育

渡わ
た
な
べ部　

日ひ

で

お

出
雄

大
型
開
発
優
先
改
め

生
活
福
祉
優
先
に

加か
ぞ
う増　

充
子


